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※聖籠町はこの運動に協力しています 

　新潟国体のの
・ ・ ・ ・
ぼり旗で、色鮮やかなコイのぼりを作りました。

　子どもたちは、あふれんばかりの思いを天に飛ばそうとしていました。
新潟国体のの

・ ・ ・ ・
ぼり旗で 色鮮やかなコイのぼりを作りました。
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（土）
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☎

コイのぼりを作ろうコイのぼりを作ろう

7月3日土 午前10時～午後1時
給食センター2階　調理室
小学生　先着20人

　　　　（定員になり次第しめきり）
300円
6月18日（金）までに町民会館窓口へ

　　　　（電話も可　☎27－2121）

☆つくってたべよう☆

主催：子育て支援グループ“だいすき”

　

七夕ランチ七夕ランチ
た な ば た

七夕ランチ七夕ランチ七夕ランチ
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プライベート水族館プライベート水族館
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田
宮　

兼
吉
（
蓮
潟
）

　
　
　
　

山
崎
佐
千
栄
（
ひ
ば
り
が
丘
）

　
　

　
　
　
　

竹
内　

貴
博
（
別
條
）

　
　
　
　

松
田　
　

忠
（
八
幡
）

　
　
　
　

宮
野　

康
弘
（
二
本
松
）

　
　
　
　

天
野　

秀
一
（
二
本
松
）

　
　
　
　

岩
渕　

泰
志
（
二
本
松
）

　
　
　
　

小
林　

正
義
（
二
本
松
）

　
　
　
　

泉　
　

考
治
（
正
庵
）

　
　
　
　

諏
訪　

俊
彦
（
杉
谷
内
）

　
　
　
　

小
見　

誠
次
（
藤
寄
）

　
　
　
　

遠
藤　

唯
明
（
藤
寄
）

　
　
　
　

八
幡　

敬
一
（
藤
寄
）

　
　
　
　

長
谷
川
裕
子
（
藤
寄
）

　
　

　
　
　
　

高
崎　

義
一
（
亀
塚
）

　
　
　
　

高
松　

恵
一
（
亀
塚
）

　
　
　
　

高
松　

孝
広
（
亀
塚
）

　
　
　
　

堀　
　

智
史
（
網
代
浜
）

　
　
　
　

皆
川　
　

歩
（
次
第
浜
）

　
　
　
　

渡
辺　

浅
徳
（
次
第
浜
）

　
　
　
　

高
橋　

幸
良
（
次
第
浜
）

　

 　
「
町
青
少
年
育
成
員
」
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 　

青
少
年
の
指
導
、
育
成
に
関
す
る
業

務
を
充
実
強
化
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
は
か
る
た
め
に
各
地
区
の
方
に
育

成
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。（
任
期

は
平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
２
年
間
）

（
敬
称
略
）

　
　
　
　

冨
樫　

次
郎
（
真
野
）

　
　
　
　

安
達　

勝
間
（
桃
山
）

　
　
　
　

細
貝　

優
子
（
聖
中
ケ
丘
）

　
　
　
　

吉
田　

辰
夫
（
山
諏
訪
山
）

　
　
　
　

宮
野
喜
久
江
（
本
三
賀
）

　
　
　
　

斎
藤　
　

剛
（
ひ
ば
り
が
丘
）

　
　
　
　

吉
崎　

律
子
（
ひ
ば
り
が
丘
）

　
　
　
　

小
林
恵
美
子
（
蓮
野
）

　
　
　
　

藤
間　
　

殖
（
蓮
野
）

　
　
　
　

中
村
恵
美
子
（
外
畑
）

　
　
　
　

田
中　
　

厚
（
二
本
松
）

　
　
　
　

市
川　

あ
や
（
八
幡
）

　
　
　
　

青
木　

洋
一
（
藤
寄
）

　
　
　
　

幾
野　

富
子
（
藤
寄
）

　
　
　
　

堀　
　

常
正
（
網
代
浜
）

　
　
　
　

宮
澤　

信
男
（
網
代
浜
）

　
　
　
　

渡
辺　
　

壮
（
網
代
浜
）

　
　
　
　

田
村
冨
美
男
（
次
第
浜
）

　
　
　
　

渡
辺　

弥
生
（
次
第
浜
）

　
　
　
　

高
松　

勝
雄
（
亀
塚
）

　
　
　
　

野
村　
　

勝
（
亀
塚
）

　

 　
「
町
体
育
指
導
委
員
・
体
育
推
進
委

員
」
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 　

町
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
明
る
く

豊
か
な
町
民
生
活
の
形
成
に
寄
与
す
る
た

め
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
は
か
る
た
め
に
各
地

区
の
役
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　　
　
　
　

水
戸
部
照
夫
（
真
野
）

　
　
　
　

小
林
八
重
子
（
丸
潟
）

　
　
　
　

高
橋　

一
子
（
山
諏
訪
山
）

　
　
　
　

小
林
と
み
子
（
山
三
賀
）

　
　
　
　

坪
谷　

佳
織
（
苔
沼
）

　
　
　
　

宮
下
登
志
雄
（
次
第
浜
）

　
　
　
　

小
林　

重
則
（
亀
塚
）

　
　
　
　

新
保
さ
な
え
（
山
三
賀
）

　
　
　
　

村
山　

和
晃
（
旭
ヶ
丘
）

　
　
　
　

宮
本　

美
紀
（
外
畑
）

　
　
　
　

小
林　

勇
次
（
亀
塚
）

　
　
　
　

渡
辺　
　

壮
（
網
代
浜
）

　
　
　
　

斉
藤　
　

剛
（
ひ
ば
り
が
丘
）

　
　
　
　

近
藤
己
千
夫
（
ひ
ば
り
が
丘
）

　
　
　
　

阿
部　

一
隆
（
聖
籠
中
学
校
）

　　
　
　
　

長
谷
川
綾
子
（
上
大
谷
内
）

　
　
　
　

渡
邉　

民
子
（
山
倉
）

　
　
　
　

遠
藤　

昭
博
（
本
大
夫
）

　
　
　
　

栗
原　
　

剛
（
山
諏
訪
山
）

　
　
　
　

土
田　

庸
雄
（
山
大
夫
）

　
　
　
　

池
田　
　

徹
（
苔
沼
）

　
　
　
　

斉
藤　

栄
一
（
諏
訪
山
）

　
　
　
　

田
宮　
　

香
（
蓮
潟
）

　

古
文
書
を
読
み
な
が
ら
江
戸
時
代
の
聖
籠
町

に
触
れ
親
し
む
10
回
の
講
座
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
講
座

も
今
年
で
２

年
目
と
な
り

ま
す
。

　

第
1
回
目

は
５
月
８
日

に
行
わ
れ
、

聖
籠
町
域
の

村

々

は

い

つ
、
ど
の
よ

う

に

し

て

開

か

れ

た

か

と

い

う

テ
ー
マ
で
、

元

禄

十

二

（
一
六
九
九
）
年
と
文
化
七
（
一
八
一
〇
）

年
の
新
田
開
発
の
古
文
書
を
読
み
な
が
ら
、

昔
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

講
師
は
『
聖
籠
町
史
』
の
編
さ
ん
委
員
で

あ
っ
た
椎
谷
良
平
氏
で
、
窓
か
ら
竹
林
を
望

む
蓮
潟
の
聖
籠
町
歴
史
資
料
展
示
館
「
い
に

し
え
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
軽
妙
な
語
り
口
調
で
、
聖
籠
町
域

や
そ
の
当
時
の
世
相
を
非
常
に
わ
か
り
易
く

説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
今
回
初
め
て

で
わ
か
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、
と
て
も
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」「
相
変
わ
ら
ず
先
生
の
お

話
は
引
き
込
ま
れ
て
楽
し
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
皆
様
の
参
加
を
ぜ
ひ
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。☎

「
古
文
書
に
親
し
む
講
座
」
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　聖籠緑地での前回のイベント「ヨモギ採りに行こてば」で摘んだヨモ
ギを使って、お話を楽しみながら笹団子作りに参加してみませんか？
　出来た笹団子は、お土産としてお持ち帰りいただけます（５個程度）。
地元の方と一緒においしい体験を楽しみましょう！

　太極拳の、円を描くようなや
・
わ
・
ら
・
か
・
な動きで、身

体の芯から癒されませんか？
　性別、年齢を問わず、どなたでも楽しめます。
　ぜひご参加ください！

　ツリークライミングは安全保護具を利用して木に登るゲームで、木や森・自然との一体感を味
わう体験が出来ます。
　木と友達になり、体験させてくれる木に「今日は一緒に遊んでくださいね」という気持ちで、
木の上でしか味わえない素晴らしい体験を味わってみてください！

日　時　　6月 15日（火）
　　　　　午前 10時～ 12時
場　所　　網代浜会館
定　員　　先着 20名程度
参加料　　100円

日　時　　６月20日（日）
　　　　　午前 10時 30分～ 12時
場　所　　県立聖籠緑地　ふれあい広場
定　員　　先着 30名
参加料　　200円

日にち　　6月 27日（日）
時　間　　 10時～11時・11時～12時・13時～14時
　　　　　14時～15時・15時～16時の5回行います。
　　　　　　　　　　　　　（10分前に受付を行います。）
場　所　　県立聖籠緑地　水辺の広場
対　象　　小学生以上の方ならどなたでも可
定　員　　1回あたり 6人まで
参加料　　300円（登られる方）

講師：皆川康子さん
　（法）日本武術太極拳連盟・公認Ａ級指導員

お申し込み・お問い合わせは
　島見聖籠緑地管理事務所
☎ ０２５－２５５－３２０２
※　6月 13日までにお申し込みください。
※ 　場所が分からない方は、申し込み時にお答えい
たします。

お申し込み・お問い合わせは
　島見聖籠緑地管理事務所
☎ ０２５－２５５－３２０２
※ 　タオルをご持参のうえ、動きやすい服装・履
き物でご参加ください。

※　雨天の場合は屋内で行います。

お申し込み・お問い合わせは
　島見聖籠緑地管理事務所
☎ ０２５－２５５－３２０２
※ 　動きやすい服装・履き物でご
参加ください。

※　雨天の場合は中止になります。

・・・・
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新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
植
物
が
生
き
生
き
と
生

成
す
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
静

か
に
眠
っ
て
い
た
学
校
の
畑
も
き
れ
い
に
耕
さ

れ
、
活
動
開
始
で
す
。

　

早
速
、今
年
は
生
徒
会
主
催
に
よ
る「
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
向
け
て
、
ジ
ャ
カ
イ
モ
や
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
の
野
菜
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
地

域
の
方
と
ど・
・

・

・

・

・

ん
ぐ
り
た
い
も
お
手
伝
い
し
、
約

50
人
の
生
徒
達
と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し

た
。
７
月
中
旬
頃
の
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
で
き
る
の
は
、
野
菜
植
え
や
収
穫
を
手
伝
っ

て
く
れ
た
人
た
ち
だ
け
で
す
。
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　

こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た
ち
も
昨
年
同
様
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
に
来
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
学
校
の
畑
に
い
る
と
に
ぎ
や
か
に
な

り
、
な
ん
と
な
く
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

こ
の
他
に
、「
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア
」

が
夏
野
菜
や
、
サ
ト
イ
モ
を
植
え
る
予
定
で

す
。
収
穫
ま
で
に
、
水
や
り
や
草
取
り
と
管
理

に
た
く
さ
ん
の
手
を
必
要
と
す
る
植
物
た
ち
で

す
が
、
苦
労
し
て
収
穫
す
る
喜
び
を
与
え
て
く

れ
、
心
を
と
て
も
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
も
学
校
の
畑
に
た
く
さ
ん
の
方
が
集
え

る
よ
う
、
私
達
ど
ん
ぐ
り
た
い
も
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

800
1,100

 

☆親子ふれあい劇場実行委員募集中です☆　　お問合せ　☎27－2121

7/24

地
域
の
方
々
と

地
域
の
方
々
と

一
緒
に
植
え
た
よ
！

一
緒
に
植
え
た
よ
！

〝
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
向
け
て

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
向
け
て

が
ん
ば
れ
！
生
徒
会

が
ん
ば
れ
！
生
徒
会  

〞

　

〝
収
穫
の
秋
に
向
け
て

収
穫
の
秋
に
向
け
て

み
ん
な
、
が
ん
ば
れ
！

み
ん
な
、
が
ん
ば
れ
！
〞

穴あけ、
これでＯＫかな…

ジャガイモの
芽を上にしてネ
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「 楽しいブラスロック＆カーニバル！」

会　場 聖籠町文化会館（聖籠町町民会館内）
開　演 午後2時～（開場：1時30分）
チケット発売
 一般の方は先着100名様に限り鑑賞いただけます。
 6月4日（金）から聖籠町町民会館で発売
 小学生以下500円　　大人1,000円
お問い合わせ
 聖籠町町民会館　☎0254-27-2121
 （毎週月曜日は休館日です。）

中学校鑑賞事業

小学校鑑賞事業
7
8

（木）

会　場
 聖籠町文化会館（聖籠町町民会館内）
開　演 
 「あおいとり」
 　　午前10時（開場：9時30分）
 「ベニスの商人」
 　　午後 2時（開場：1時30分）

チケット発売
  一般の方は先着100名様に限り鑑賞いただけます。
 6月4日（金）から聖籠町町民会館で発売
 小学生以下500円　　大人1,000円
お問い合わせ 
 聖籠町町民会館　☎0254-27-2121
 （毎週月曜日は休館日です。）

「あおいとり」…１
～３年生

「ベニスの商人」…４～６年生

　

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
、「
新
潟
テ
ル
サ
」

に
て
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
46
団
体
が
競
う
な

か
「
コ
ー
ラ
ス
聖
籠
の
杜
」
が
見
事
、
奨
励
賞

を
射
止
め
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

関
東
支
部
新
潟
県
大
会　
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☎

　

い
つ
の
時
代
も
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
で

も
昨
今
の
「
坂
本
竜
馬
ブ
ー
ム
」
は
何
か
少

し
違
う
感
じ
が
し
ま
す
。
誰
も
が
言
う
こ
と

で
す
が
、
人
の
器
と
い
う
か
ス
ケ
ー
ル
が
ケ

タ
は
ず
れ
に
大
き
い
と
、
や
は
り
感
じ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
と
て
も
真
似
出
来
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
コ
セ
コ
セ
し
な
い
で
、
大
き
な

気
持
ち
で
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

幕
末
と
い
う
大
枠
の
な
か
で
、
黒
船
が
来

航
し
た
と
は
い
え
、
藩
を
超
え
て
時
代
を
駆

け
抜
け
る
な
ど
容
易
で
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、
今
ま
で
当

た
り
前
だ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
意
識
を
変
え

る
こ
と
も
困
難
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
ん
な

中
で
自
分
が
信
じ
る
と
こ
ろ
を
ひ
た
す
ら
目

指
し
た
、
そ
ん
な
姿
が
我
々
を
惹
き
つ
け
て

や
ま
な
い
の
で
し
ょ
う
。
竜
馬
本
の
文
字
を

追
っ
て
い
く
と
、
一
瞬
幕
末
の
空
気
の
中
に

い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん

な
気
に
さ
せ
る
魅
力
が
竜
馬
に
は
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
表
紙
は
コ
イ
の
ぼ
り
。

登
竜
門
の
故
事
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
天
高

く
翻
っ
て
将
来
飛
躍
し
て
欲
し
い
と
の
願
い

を
籠
め
、
子
ど
も
た
ち
に
挑
戦
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

竜
馬
も
最
初
は
子
ど
も
で
し
た
。
ど
の
子

に
も
名
前
が
あ
り
心
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
参
加
し
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｍ
）
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今
回
は
、
「
大
江
戸
仙
花
歴
」
で
す
。
石

川
英
輔
著
で
、
転
時
能
力
を
も
っ
た
主
人
公

が
現
代
か
ら
一
六
〇
年
前
の
江
戸
に
行
き
来

し
、
芸
者
「
い
な
吉
」
と
出
会
い
、
生
活
す

る
中
で
江
戸
時
代
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
当
時
江
戸
で
は
、
上
流
層

で
白
米
を
食
べ
て
い
た
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
不

足
か
ら
「
か
っ
け
」
の
病
が
あ
り
ま
し
た
。

主
人
公
が
、
米
ぬ
か
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
成
分

を
抽
出
し
た
薬
を
調
剤
し
、
瀕
死
の
大
店
の

若
主
人
を
助
け
る
と
い
う
あ
ら
す
じ
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
町
図
書
館
で
手
に
し
ま

し
た
。
装
丁
の
表
紙
に
は
、
日
本
髪
の
和
服

姿
の
女
性
が
描
か
れ
て
お
り
、
つ
い
惹
か
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
歴
史
小
説
を
手

に
す
る
こ
と
が
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
日
に

限
っ
て
、
本
を
め
く
り
も
せ
ず
借
り
ま
し

た
。
読
み
始
め
る
と
止
ま
ら
な
く
な
り
、
一

気
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
本
で
す
。
時
計
を
見

た
ら
、
午
前
１
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
佐
渡
の
ト
キ
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
の
江
戸
で
も
ト
キ

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
の
で
す
か

ら
、
驚
き
で
す
。
ま
た
、
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声

を
聴
き
に
、
川
船
に
乗
っ
て
行
く
と
い
う
な

ん
と
も
風
流
な
催
し
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

石
川
英
輔
著
の
大
江
戸
シ
リ
ー
ズ
が
町
の

図
書
館
に
何
冊
か
あ
り
、
お
も
し
ろ
く
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
か
な
わ
な
い
こ
と
で

す
が
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
が
で
き
た
ら
、
ど

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
館
長　

伊
藤　

雅
彦　

●一日こども図書館員はとても楽しかったです。
　カウンターのお仕事が一番おもしろかったです。

（蓮小 ･五十嵐あいり）
● 普段出来ない仕事をしたり、本のラベルのことが知れて良
かったです。紙芝居会は練習したので上手に読めました。

( 蓮小 ･中山愛理 )
● 最初はドキドキして難しいかなと思ったけど ､図書館員の
人がやさしく教えてくれてよかったです。( 山小 ･齋藤鈴華 )
● 紙芝居会は拍子木打ちが緊張しました。本の返却や貸出も
楽しくみんなと活動できてよかったです。( 山小 ･大澤真帆 )
●本の分類表の飾り付けがとっても楽しかったです。

( 山小 ･岩渕理花 )

～一日子ども図書館員の感想から～

一日子ども図書館員のみなさん、
お疲れ様でした !!

　

５
月
８
日
（
土
）
、
町
の
図
書
館
で
は

「
一
日
子
ど
も
図
書
館
員
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
蓮
野
小
学
校
５
年
生
・

五
十
嵐
あ
い
り
さ
ん
、
６
年
生
・
中
山

愛
理
さ
ん
、
山
倉
小
学
校
６
年
生
・
齋

藤
鈴
華
さ
ん
、
大
澤
真
帆
さ
ん
、
岩
渕

理
花
さ
ん
が
参
加
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
や
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
装
飾
、
し
お
り

づ
く
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
仕
事
も
多
い
の
で

す
が
、
み
ん
な
す
ぐ
に
使
い
こ
な
し
、

テ
キ
パ
キ
と
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
の
仕
事
で
重
要
な
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
、
本
の
分
類

の
し
く
み
な
ど
も
勉
強
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
赤
い
ふ
う
せ
ん
さ
ん
の
紙
し

ば
い
会
に
参
加
し
、
指
導
の
も
と
、
読

み
聞
か
せ
を
体
験
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
の
前
で
、
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
も
や
り
と
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
日
子
ど
も
図
書
館
員
が
子
ど

も
た
ち
の
貴
重
な
社
会
体
験
と
な
り
、

さ
ら
に
図
書
館
を
よ
り
身
近
な
も
の
と

し
て
感
じ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

館長から任命書を
受け取りました。

カウンターの
お仕事を初体験！

ドキドキ…。
でも楽しかった！

本はそれぞれ種類別に
分けられているよ。

「一日子ども図書館員」図書館の
仕事に挑戦！


